
「受話器の向こう側」 

「その節は大変お世話になり有難うございました・・・。」 

突然にかかってきた一本の電話。受話器の向こう側から元気な

声が聞こえてくる。 

「こちらは自然が多く空気も澄んでいて気持ちが良いですよ。」 

先日、いろいろな事情により、住み慣れた街を出て行った。 

この方とは、福祉用具の相談を受けてから 10 年間ほどお付き

合いをさせていただいた。いろいろな出来事が走馬灯のように

よみがえってくる。 

「天気の良い日は街に出て、いろんなところを散策しています。

毎日発見があって楽しいです。」 

受話器の向こう側から、希望に満ち溢れた話がいっぱい飛び出

してくる。 

新しい街で、新しい人生を歩むことを選ばれた。 

後ろを振り返らず、 

今日を生きていくその姿

に、僕はなんとなく羨ま

しさを感じた。 

いつまでもお元気で。 

（2019年 9月） 


